
持続可能な森林の
活用を目指して

〔３〕平成18年１月１日・広報くずまき

平
成
十
六
年
九
月
か
ら
、
鐚
巻
町

森
林
組
合
（
中
崎
和
久
代
表
理
事
組

合
長
）
が
主
体
と
な
り
、「
森
か
ら

の
新
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
事
業
」
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

「
炭
で
瑞
々

み
ず
み
ず

し
い
森
林

も
　
り

づ
く
り
」

が
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
。
主
な
事
業

の
目
的
は
、
森
林
整
備
に
よ
っ
て
発

生
す
る
間
伐
材
や
林
地
残
材
な
ど
で

木
炭
を
生
産
し
、
そ
の
木
炭
を
水
質

浄
化
や
土
づ
く
り
に
利
用
し
て
、
環

境
づ
く
り
や
農
林
産
物
な
ど
の
生

産
・
流
通
の
た
め
の
試
験
研
究
を
行

う
こ
と
で
す
。

里
山
森
林
整
備
実
行
委
員
会
（
竹

川
高
行
委
員
長
）
を
組
織
し
、「
森

林
整
備
」「
木
炭
新
活
用
」
の
二
つ

の
分
科
会
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

委
員
は
、
安
孫
自
然
塾
長
の
外
久

保
蔦
雄
さ
ん
（
垂
柳
）、
小
岩
金
網

（
株
）の
折
本
忍
さ
ん
（
遠
矢
場
）
と
工

藤
喬
さ
ん
（
盛
岡
市
）、
外
久
保
勝

彦
さ
ん
（
垂
柳
）、
上
川
原
和
枝
さ

ん（
星
野
）、
立
花
幸
子
さ
ん
（
下
町
）。

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
い
わ
て
環

境
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
高
橋
求
さ

ん
（
北
上
市
）、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

は
銀
河
系
い
わ
て
大
使
の
及
川
孝
信

さ
ん（
東
京
都
）
で
す
。
本
年
度
か
ら
、

グ
リ
ー
ン
テ
ー
ジ
の
大
平
守
さ
ん

（
田
子
）
と
鐚
巻
ワ
イ
ン
の
漆
真
下

満
さ
ん
（
橋
場
）
の
二
人
が
加
わ
り
、

事
務
局
員
二
人
を
含
め
る
と
十
三

人
。
各
委
員
は
労
力
を
惜
し
ま
ず
、

持
ち
前
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
生
か
し
な

が
ら
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

委
員
の
最
初
の
作
業
は
炭
窯
づ
く

り
。
安
孫
地
内
に
完
成
し
た
窯
で
、

早
速
ア
カ
マ
ツ
間
伐
材
を
活
用
し
た

炭
焼
き
が
始
ま
り
ま
し
た
。

「
水
質
浄
化
シ
ス
テ
ム
」
は
、
木

炭
を
ネ
ッ
ト
袋
に
詰
め
、
金
網
カ
ゴ

に
入
れ
て
河
川
に
据
え
付
け
る
装
置

で
、
町
内
で
は
平
庭
高
原
と
安
孫
の

二
カ
所
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
設

置
か
ら
約
七
カ
月
後
に
測
定
し
た
水

質
調
査
で
は
、
炭
に
よ
る
水
質
浄
化

の
効
果
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
は
、
浄
化
さ
れ
た
き
れ
い
な

池
の
水
で
、
ク
レ
ソ
ン
や
ワ
サ
ビ
の

栽
培
、
タ
ニ
シ
の
製
品
化
に
向
け
て

取
り
組
み
ま
し
た
。
タ
ニ
シ
の
試
食

会
も
行
い
、
味
も
上
々
。
今
年
は
わ

ず
か
な
が
ら
、
グ
リ
ー
ン
テ
ー
ジ
な

ど
へ
の
供
給
が
実
現
し
そ
う
で
す
。

炭
を
敷
き
詰
め
た
ハ
ウ
ス
で
は
、

土
に
木
酢
液
を
散
布
し
、
イ
チ
ゴ
や

ラ
デ
ィ
シ
ュ
の
栽
培
試
験
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
使
用
済
み
の
木
炭
は
、
林

地
な
ど
に
散
布
し
土
壌
改
良
に
活
用

で
き
ま
す
。
炭
は
効
用
も
多
く
、
環

境
に
優
し
い
自
然
素
材
。
今
後
も
用

途
の
広
が
り
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

竹
川
委
員
長
は
「
森
か
ら
の
新
ビ

ジ
ネ
ス
事
業
の
基
本
理
念
は
、
ト
ー

タ
ル
コ
ス
ト
で
考
え
る
こ
と
。
目
に

見
え
な
い
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
知
恵

を
出
し
合
え
ば
、
森
林
の
可
能
性
は

も
っ
と
広
が
る
」
と
熱
く
語
り
ま
す
。

今
後
は
、
木
炭
に
よ
る
水
質
浄
化

シ
ス
テ
ム
の
宣
伝
や
安
孫
自
然
塾
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
な
ど
、
森
の
ビ

ジ
ネ
ス
の
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
に
力
を

入
れ
る
予
定
で
す
。「
森
林
の
炭
を

活
用
し
て
、
水
を
き
れ
い
に
す
る
こ

と
」。
そ
こ
か
ら
つ
な
が
る
た
く
さ

ん
の
恵
み
。
実
行
委
員
会
は
、
今
年

も
新
た
な
計
画
を
取
り
入
れ
、
さ
ら

に
持
続
可
能
な
森
林
の
活
用
を
目
指

し
て
活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
る

里
山
森
林
整
備
実
行
委
員
会
議

平庭高原に設置した水質浄化装置の保守管理
（金網カゴ１基の木炭量は128㌔）

イチゴなどの栽培試験
を行った木炭ハウス

製品化に取り組んだタニシ

持続可能な森林の
活用を目指して

町の豊富な森林資源を新たなビジネスとして生か
す取り組みが、森林組合を中心に進められています。
その取り組みの一端を紹介します。

森
を
活
用
し
た
新
ビ
ジ
ネ
ス

委
員
ら
13
人
の
知
恵
と
力
で

炭
で
水
質
浄
化
と
土
づ
く
り

炭
で
瑞
々
し
い
森
林
づ
く
り


